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兵庫県立尼崎病院 兵庫県立塚口病院

県立尼崎総合医療センター（仮称）

日本赤十字社の前身である
博愛社の発祥地、桜井神社（尼崎市）

ミャンマーでの医療ボランティアに
参加しました。

リハビリテーション科
主任理学療法士／課長補佐から
ニュース
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高原 賢守

県立塚口病院
小児救急集中治療科医長

日本小児科学会 専門医

小児
救命救急
センター

小児救命救急医療の紹介

●成人の救命救急センターと協働し、小児3次救急
医療を提供

●多数の診療科を有する総合病院であるからこそ
の幅広い対応能力が特徴

対象とする疾患

●急性呼吸不全・循環不全に対する人工呼吸をはじ
めとした集中治療

●重症敗血症に対する集中治療
●急性脳炎・脳症に対する神経集中治療
●急性腎不全、急性肝不全、先天性代謝異常症等に
対する急性血液浄化療法

●自己免疫性疾患、神経疾患に対する血漿交換療法
●中毒、熱傷などの外因性疾患など幅広い小児集中
治療管理を行っています。

左から：河内医師、高原医師、菅医師、毎原医師、山上医師、松永医師

小児集中治療の紹介

●専属の小児集中治療医が、必要な手技と管理を一
貫して行うことで、スピーディーな診断と治療を実
現（closed ICUシステム※）
※成人医療では普及していますが、それぞれに高い専門性が要求
　される小児医療では、まだ珍しいシステムです。

※保護者の同意を得て掲載
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　塚口病院では、平成22年度から小児救急集中治療科を設置し、高度な知識と技術が要求される小児救急集中治療を
地域に提供するべく、体制と医療機器の充実を行ってきました。新病院では、小児救命救急センターおよびPICU（小児
集中治療室）が設置されることにより、人口175万人の阪神南・北地域に対し、さらに高い水準での小児救命救急医療、
集中治療を提供します。

高度な小児救命救急医療、
集中治療を提供します

菅　健敬

県立塚口病院
小児救急集中治療科医長

日本小児科学会 専門医
日本集中治療医学会 専門医

日本救急医学会 専門医
麻酔科標榜医



災害医療
派遣チーム
DMAT

（ディーマット）

救急科専門医

松本　 優

県立尼崎病院
救急科医長

救急医学会指導医、救急科専門医

佐藤 愼一

県立尼崎病院
副院長 兼 救急科科長

（今年4月より）

恒光 健史

県立尼崎病院
救急科専攻医

DMAT（災害派遣医療チーム）とは
Disaster Medical Assistance Teamの頭文字
をとった災害医療急性期対応のためのトレーニング
を受けたプロチームのことです。医師、看護師、業務
調整員によりチーム構成され、大規模災害や多数の
傷病者が発生した大規模事故などの災害現場で、急
性期に活動します。

DMATの機動力と自己完結力を
持たせるためDMATカーを導入

救急･災害用の器材や多くの医療材料を積み込み、
情報通信器材も消防防災無線や衛星通信網まで備
えており、混乱した被災地での効率的な活動が期待
されています。また、DMAT隊員の寝泊まり･休憩機
能や救護班の指揮調整機能も併せ持っています。

《災害時：DMATカー》＆
《平時：ドクターカー》としての多目的運用

発災時には上記のようにDMATチームが、DMAT
カーを用いて被災地での災害医療を行いますが、災
害時以外の平時には、重症救急患者さんに対して救
命救急センター職員が病院前から対応するドクター
カーとして、多目的に活用します。

《災害時：DMATカー》＆
《平時：ドクターカー》

左から：岡看護師、恒光医師、片岡薬剤師
　　　　松本医師、上村看護師

　今年７月に開院する県立尼崎総合医療センター（仮称）では、救命救急センターを新しく整備し、平時には幅広い救急医
療を提供します。また、災害発生時には、多数被災者の受け入れや医療班の現場派遣などを行う災害拠点病院としての役割
も担います。その準備として、①専門研修を受けたDMATチームを養成し、②機動力のある現場活動のためのDMATカー
が、新しく配備されました。

災害派遣医療チーム（DMAT）の
準備が整いました！



麻酔科

「安全かつ質の高い周術期管理による社会貢献」を
基本理念とし、経験豊富な充実したスタッフと最新
鋭の医療機器による「質の高いきめ細かな麻酔管
理」を行っています。2015年3月現在、麻酔科指導
医4名、麻酔科専門医5名、麻酔科認定医4名が勤
務しています。
兵庫県立病院の「麻酔科医師養成基幹病院」として
麻酔科専門医の育成にも力を入れています。

麻酔科の紹介

得意分野

●新生児から高齢者までの心臓・大血管手術の麻酔
【心臓血管麻酔専門医認定施設】
日本心臓血管麻酔学会心臓血管麻酔専門医、および、
心臓血管麻酔に精通したスタッフが多数勤務。

●呼吸器外科手術の麻酔（年間200例以上の実績）
●小児麻酔
日本小児麻酔学会認定医（2015年4月）、および、
小児麻酔に精通したスタッフが多数勤務。

●その他、新生児から高齢者まであらゆる手術の麻
酔管理に対応。

進藤 一男
県立尼崎病院　麻酔科科長

麻酔科標榜医
日本麻酔科学会麻酔科指導医・専門医
日本心臓血管麻酔学会心臓血管麻酔専門医（暫定）

　新病院では、手術室での全身麻酔手術症例の管理を中心とした麻酔業務とともに、総合集中治療室（GICU）6床
と総合ハイケアユニット（GHCU）12床での術後患者をはじめとした重症患者の管理も行います。また、麻酔科術
前外来を新たに開設し、手術前早期から全身状態の管理に注意を払い、安全でより質の高い周術期管理の実践に取
り組んでいきます。

あらゆる手術の麻酔管理に加えて、
手術前後の質の高い全身管理を目指します！

後列左から：松田医師（研修医）、北條医師（研修医）、山中医長、金城医長
　　　　　　山長医長、杉山医長、前川医長
前列左から：山﨑（彩）医長、日野医師、進藤部長、山﨑（倫子）医師、谷上医師



医師・PT・OT・ST・指導士・事務など総勢35名が、一丸となって頑張ります！
▶高度専門医療におけるリハビリテーションの役割

兵庫県立尼崎総合医療センター（仮称）
Facebook ページを開設しています。

兵庫県立尼崎総合医療センター  フェイスブック

お知らせ

　現在の尼崎病院、塚口病院では、入院での急性期リハビリテーションに加
え、各病院の診療科編成の違いに合わせた特徴のある専門性の高い外来リ
ハビリテーションを実施してまいりました。統合新病院では、２病院のリハビ
リテーション部門の持つ機能をうまく融合させなければなりません。
　神経・脳卒中センター、循環器センター、呼吸器センターをはじめとする各
診療科との連携、そして、さらに重要なことは、救急・集中治療と並行した各ICUにおける超早期リ
ハビリテーションの強化と充実を図ることであると考え、２病院相互研修などを実施しています。
　また、外来リハビリテーションについては、入院から継続できる通院型の心臓リハビリ、形成外科
の口蓋裂患者ならびに小児科・耳鼻咽喉科の子供達への言語、発達訓練や人工内耳埋込術などへ
のリハビリ充実を図る予定です。

◀こんなところにも工夫が！
　７階病棟（神経内科・脳外科）には、「リハビリ日常生活道場」と名付
けられたミニ訓練室が配置され、併設される病棟デイケア「ときの間」
と相まって、患者さまの自立支援が効率よくできる様になっています。
　また、「音楽療法」導入も計画され、神経難病、認知症、精神疾患、小
児発達遅滞などへの対応を目指します。

県立尼崎病院 リハビリテーション科

主任理学療法士 山田  典夫

県立塚口病院
リハビリテーション科

課長補佐 細川  泰徳

　この度、建屋の完成を迎えました。7月の開院に向
けて、現在、ベッド、各種医療機器、事務機器などの搬
入・設置と、開院の準備作業に追われます。
随所に天然木を使用し、優しさとぬくもりのある空間
づくりを目指した新病院の中をお見せしましょう！
　新病院のホームページ（新病院について▶整備スケ
ジュールと建築状況）にも掲示されています。

▲中庭（日本庭園）

◀玄関
　ホール

◀外来

新病院の建屋が完成しました！

優しさとぬくもりの
ある空間

リレーメッセージ

新病院に向けて

次号は、
「県立尼崎病院 栄養管理部  栄養管理部次長 吉原勢津子」と
「県立塚口病院 栄養管理部  栄養管理部課長 川脇　　恵」
  からのメッセージです。

次号予告

から主任理学
療法士/

　課長補
佐

リハビリ
テーション

科



兵庫県立尼崎病院

兵庫県立尼崎病院

〒660-0828 兵庫県尼崎市東大物町１丁目１番１号
TEL 06-6482-1521（代表）　FAX 06-6482-7430
http://www.amahosp.amagasaki.hyogo.jp/

兵庫県立塚口病院

兵庫県立塚口病院

〒661-0012 兵庫県尼崎市南塚口町6丁目8番17号
TEL 06-6429-5321（代表）　FAX 06-6422-7405
http://www.tsukaguchi-hospital.net/index.html

発行  兵庫県立尼崎病院　兵庫県立塚口病院
企画協力・デザイン・印刷　兵田印刷工芸株式会社

　厳しい冬を越え、やっと春を意識する出来事が増えてきました。ひと雨ごとに気温が変わった
り、ニュースでは「花粉の飛散が…」などが聞かれ、温かくなる事がとても待ち遠しいです。春が来

て夏になれば、とうとう新病院への移転が目前となります。私たち職員にとっても大きな出来事
であり、不安と期待でいっぱいですが、職員一丸となって乗り越えていきたいと思います。
　私は尼崎病院に努めて１★年が経とうとしていますが、多くの同期が病院の現場に残って頑
張っています。これからも支え合いながら、地域住民の方々により一層良質な温かい医療・看護が
提供できるよう頑張っていこうと思っています。たまには息抜きしながら…♪           （編集部 O）

編 集 後 記

　ミャンマーがどこにあるか、ご存じでしょうか？
　アジア最後のフロンティアと言われ、急速に発展しつつある国ですが、医療環境の整備が遅れているために、高度医
療はごくひと握りの富裕層しか受けることができません。
　内陸部のワチェ村に活動拠点をおくNPO法人ジャパンハートの手術ボランティアに、昨年9月、形成外科医として
参加しました。
　そこで診た患者は、予想以上にQOL（生活の質）・ADL（日常生活動作）が低く、やけどの後遺症で手や腕、足がひき
つれて関節が動かない女性、あごと胸がくっついて前を向けない男児、股がくっついて歩けない青年、先天奇形で指が
８本ある子供など、日本では見かけない患者ばかりでした。
　医療材料はすべて寄付でまかなわれているため、紙１片、ガーゼ１枚、
ナイロン糸1cmたりとも無駄にできません。滅菌水も貴重です。限られ
た材料の中から、何をどう使い、いかに治すかを考える。日本では成し得
ない貴重な体験でした。
　医療を必要としている人は、まだまだいます。これからも沢山の友を
巻き込んで、支援を続けていこうと思います。

県立尼崎病院　形成外科 梅原 康次
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日本では成し得ない貴重な体験

リポート
です！！


